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２． 総合評価 

・大変優れている 

 

【評価コメント】 

 オリゴ核酸、mRNA、環状ペプチド、タンパク質等の送達用高分子ミセル技術開発において、

対応するシーズに最適な内包化と臓器・組織指向性や血液滞留性の向上を図り、uPICやリガ

ンド搭載ミセル等の高度化・汎用化を計画通りに進めている。多数の論文発表、学会発表、

アウトリーチ活動がなされ、企業導出に向けた活動を進め、実用化に向けて進展しており、

評価する。また、反復投与可能なAAV遺伝子治療につながる可能性やmRNAワクチンへの応用

展開を考慮した免疫賦活化アジュバント活性の付与等の成果が得られており、さらなる検討

を期待する。 

 LNP送達技術に対する高分子ミセル送達技術の優位性を明らかにしているが、それぞれの

特徴に即した使い分けを示せるように、研究を推進すること。課題間連携での多数のシーズ

開発課題への対応を進めているが、研究担当者の適切なエフォート管理を行い、シーズに最

適なオンデマンド設計ができる基盤構築を行うこと。 
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